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人口と世帯数
人　口　１５０,４５９人(＋４２)
男　性　　７１,８００人(＋４３)
女　性　　７８,６５９人(－１)
世帯数　　６０,０２３世帯(＋３６)
平成17年11月１日現在の住民基本台帳登録者数
(　)内は前月比
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公
共
機
関
の
代
表
で
あ
る
市
庁
舎
の
分

煙
化
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

　　

平
成
13
年
５
月
か
ら
吸
煙
器
を
導
入

し
、
庁
舎
内
の
喫
煙
場
所
の
指
定
を
行

い
、
指
定
場
所
以
外
の
灰
皿
は
撤
去
す

る
と
と
も
に
、
職
員
の
自
席
、
会
議
等

指
定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
止
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
15
年
５
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
受
動

喫
煙
防
止
の
た
め
の
施
設
と
し
て
は
不

十
分
で
す
の
で
、
現
在
、
完
全
分
煙
の

た
め
の
施
設
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

（
平
成
17
年
度
に
、
完
全
分
煙
を
進
め

る
た
め
の
喫
煙
室
を
、
１
階
市
民
コ
ー

ナ
ー
に
設
置
し
ま
す
。）

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
昼
休
み
時
間
と
は
い
え
物
品

販
売
・
保
険
の
勧
誘
等
で
職
員
執
務
室

へ
の
入
室
に
は
規
制
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
役
所
内
の
物
品
販
売
、
勧
誘
等
に

つ
い
て
は
、
総
務
課
長
の
許
可
を
得
た

う
え
で
、昼
休
み
時
間
内
で
あ
る
こ
と
、

各
執
務
室
へ
の
入
室
は
所
属
長
の
許
可

を
得
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
そ

の
際
に
個
人
情
報
な
ど
重
要
書
類
が

来
庁
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
職
員
に
も
管
理
を
徹
底
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
が
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

は
ワ
イ
ヤ
ー
で
固
定
し
、
重
要
情
報
を

記
録
し
た
パ
ソ
コ
ン
等
を
職
員
が
執
務

室
外
に
持
ち
出
す
こ
と
も
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
は
、
公

務
員
と
し
て
の
守
秘
義
務
及
び
米
子
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
職
員

各
々
に
研
修
等
を
行
い
徹
底
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
流
失
が

一
切
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
き
ま

す
。

（
平
成
17
年
６
月
か
ら
全
庁
で
、
市
職

員
以
外
の
事
務
室
へ
の
立
ち
入
り
を
制

限
し
ま
し
た
）

国
民
健
康
保
険
証
が
普
通
郵
便
で
郵

送
さ
れ
て
き
た
が
、
保
険
証
と
い
え

ば
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
に
準
じ
る

身
分
証
明
書
と
し
て
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
悪
用
さ
れ
る
危
険
性

を
考
慮
し
、
配
達
記
録
で
の
郵
送
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
通
郵
便
に
よ
る
方
法
は
、
郵
便
制

度
の
信
頼
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る
も

の
で
、
膨
大
な
数
に
上
る
被
保
険
者
証

等
を
迅
速
、
正
確
に
届
け
る
手
段
と
し

て
は
、
経
費
面
、
効
率
面
を
考
慮
に
入

れ
れ
ば
適
切
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

確
か
に
、配
達
記
録
に
よ
る
方
法
は
、

普
通
郵
便
と
比
較
し
、
よ
り
安
全
で
確

実
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
額
の
経

費
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

保
険
証
は
身
分
証
明
書
と
し
て
も

使
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
市
の
財

政
事
情
等
も
考
慮
す
る
と
普
通
郵
便

で
の
交
付
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

米
子
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
い
た

だ
く
た
め
に
、
市
役
所
庁
舎
内
や
各
公
民
館
な
ど
に
市
政
提
案
箱
を
設
置
し
、
さ
ら

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
市
長
に
ひ
と
こ
と
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
は
、
た
ば
こ
の
問
題
、
個
人
情
報
保
護
対
策
、
教
育
関
係
な
ど
の
問

題
や
商
業
・
観
光
振
興
な
ど
１
８
２
件
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成16年度　市政提案の状況

行政一般

生活・環境

福祉・保険
・医療

商工・観光

建設・土木

教育・文化
・スポーツ

)…提案
}…苦情
)…問い合わせ
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))) }
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16件　　5件   5件
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)

11件　 3件  2件
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}
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25件       3件  2件

行政一般
生活・環境
福祉・保険・医療
商工・観光
建設・土木
教育・文化・スポーツ

８９件
２６件
１０件
１１件
１６件
３０件

１８２件合計件数

計内　容

あ
な
た
の
声
を
市
政
に



２
０
０
６
年
を
め
ど
に
自
動
車
の
「
倉

敷
」「
下
関
」
ナ
ン
バ
ー
が
実
現
す
る

よ
う
で
す
が
、
米
子
市
で
も
地
域
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
や
米
子
市

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も「
米
子
」ナ
ン
バ
ー

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

米
子
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は
有
効

な
手
段
と
考
え
ま
す
が
、
新
た
な
地
域

名
表
示
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
実
現
に

は
、
①
原
則
と
し
て
単
独
の
市
町
村
で

は
な
く
、
地
域
特
性
等
に
つ
い
て
一
定

の
ま
と
ま
り
の
あ
る
複
数
の
市
町
村
の

集
合
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
一
般
（
全

国
）
に
広
く
認
知
さ
れ
た
地
域
で
あ
る

こ
と
。
②
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
数
が
10
万
台
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

③
都
道
府
県
内
の
人
口
、
登
録
自
動
車

の
数
等
に
関
し
て
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
な
い
こ
と
。
と
い
っ
た
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
前
提
と
し
て

そ
の
地
域
の
住
民
や
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

が
地
域
名
表
示
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導

入
に
か
な
り
の
意
向
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
現
状
で
は
「
米
子
」

ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は
困
難
で
す
が
、
地

域
振
興
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
で
す
の
で
、
今
後
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
生
と
い
う
育
ち
盛
り
の
大
切
な
時
期

に
、
カ
ロ
リ
ー
計
算
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

考
慮
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
学
校
給
食

を
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
８
年
に
堺
市
で
発
生
し
た
Ｏ―

１
５
７
に
よ
る
学
校
給
食
の
食
中
毒
事

故
を
受
け
て
改
正
さ
れ
た
「
学
校
給
食

衛
生
管
理
の
基
準
」
に
基
づ
い
て
、
全

て
の
小
学
校
給
食
施
設
の
再
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
４
つ
の
単
独
調
理
場

と
２
つ
の
中
規
模
共
同
調
理
場
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
残
る
「
米
子
市
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
改
築
が
済
め
ば
、

小
学
校
の
給
食
調
理
場
の
再
整
備
は
完

了
し
ま
す
。
中
学
校
給
食
は
そ
れ
が
完

了
し
た
後
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
中
学
校
給
食
に
関
す
る
最
近

の
他
都
市
の
動
向
や
本
市
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
、
ま
た
民
間
の
専
門
家
の
意

見
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
効
率
的
で
実
現
可
能
な
方

策
を
模
索
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
小
学
校
校
区
に
は

登
校
班
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
全
国

的
に
登
校
時
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が

発
生
し
て
お
り
不
安
で
す
。
事
件
が
起

こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
一
日
も

早
く
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
集
団
登
校
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
一
部
の
学
校
で
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
過
去
に
集
団
登
校
時

に
事
故
が
発
生
し
た
り
、
狭
い
路
地
を

大
勢
で
歩
く
ほ
う
が
危
険
な
ど
の
理
由

で
学
校
と
保
護
者
や
地
域
と
の
協
議
の

結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
校
で
も
保
護

者
の
方
や
地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
学

校
は
対
応
し
ま
す
の
で
、
学
校
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
ご
意

見
は
お
住
ま
い
の
地
区
の
学
校
に
伝
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
の
主

な
も
の
は
「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
担

当
各
課
で
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
提

案
者
に
回
答
し
ま
す
。
し
か
し
、
ご
連

絡
先
や
お
名
前
を
記
入
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
回
答
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
ご
連
絡
先
、

お
名
前
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

「
生
活
充
実
都
市
・
米
子
」
の
実
現
を

進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
政
提
案
の
方
法

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ

の
投
函
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
な

ど
に
よ
り
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

●
提
案
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
淀
江
支

所
、
地
区
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
文

化
ホ
ー
ル
、
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
、
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
公
会
堂

内
）、
ふ
れ
あ
い
の
里

●
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
に
ひ

と
こ
と
」

http://w
w
w
.yonago-city.jp/teian/

●
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
広
報
広
聴
室

（

23―

５
３
７
２
）

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い



米子市の家計簿
　米子市では、市の財政がどのように運営されているかをお知らせするために、
財政状況を公表しています。

平成１７年９月末現在の歳入・歳出状況

一般会計歳出
予算総額
支出済額
支出率

488億 7,434万円
209億 7,207万円 

42.9％ 

◆財政用語の解説

一般会計 市の収入や、市の行う仕事に必要な費用などのお金の処理をまとめて行うための会計
歳　　入 １年間に市に入ってくるすべての収入
歳　　出 １年間に市が行うすべての支出

土木費
　道路や公園の整備など、まち
　づくりをするためのお金
予算額　　53億 　855万円
支出済額　　8億3,601万円
支出率　　15.7%

民生費
　子どもや高齢者、障がいのあ
　る方への福祉のためのお金
予算額     143億    596万円
支出済額　 53億 5,763万円
支出率       37.5%

総務費
　戸籍や選挙、税金、市役所
　全体の仕事のためのお金
予算額      74 億 22万円
支出済額   34億 3,110万円
支出率      46.4%

その他
予算額      22 億 1,904万円
支出済額     6 億 1,291万円
支出率        27.6%

衛生費
　健康診断や予防接種、ごみ
　の回収処理などをするため
　のお金
予算額       30 億 4,807万円
支出済額   10 億 5,480 万円
支出率       34.6%

教育費
　小中学校の施設の整備や文
　化の振興などのためのお金
予算額      39 億 9,089万円
支出済額   16 億 1,020 万円
支出率      40.3%

商工費
　商工業・観光の振興のための
　お金
予算額      48 億 7,258万円
支出済額   43億 4,340万円
支出率      89.1%

■問い合わせ　財政課（２３－５３２２）

公債費
　借入金返済のためのお金
予算額      77 億 2,903万円
支出済額   37億 2,602万円
支出率      48.2% 米

子
市
の
家
計
簿



米
子
市
の
家
計
簿

■市の借入金

長い間利用する公共施設などを充実させるため、政府や銀行などか
ら資金を借り入れています。将来、施設を利用する次世代の人々にも
費用を負担してもらおうという考えに基づいたものです。
　　　　　　　　　　　　一般会計　　　726 億 8,329 万円
　　　　　　　　　　　　特別会計　　　548 億  536 万円

■一時借入金の状況

　　　　　　　　　　　　　一般会計　　　　64 億円
　　　　　　　　　　　　　特別会計　　　　44 億円

区　分 予 算 額 収 入 済 額 収入率
国・県からの交付等 198億 5,044 万円 100 億 2,606 万円 50.5%
市税 174 億 1,326 万円 113 億 3,983 万円 65.1%
借入金 36億 1,500 万円 0万円 0.0%
その他 79億 9,564 万円 18億 2,893 万円 22.9%

■市税の収入状況

市たばこ税
5 億 3,585 万円
（4.7%）

軽自動車税
2 億 5,001 万円
（2.2%）

入湯税
3,223 万円
（0.3%）

一般会計歳入

■一般会計の主な収入源
市民１人当たりの
一般会計予算
324,926円

市民１人当たりの税金負担
115,767円

市民１人当たりの借入金
（一般会計のみ）
483,212円

市民１人当たりの主な使いみち
・教育費26,532円
・土木費35,292円
・商工費32,394円
・民生費95,109円
・衛生費20,264円
・公債費51,384円

予算総額
収入済額
収入率

488億 7,434万円
231億 9,482万円

47.5％

◆財政用語の解説

■市民１人当たりでみると

（９月末人口：150,417人）

■市有財産の状況
　　建物　　　　　527,553 ㎡

　土地　　　　7,899,467 ㎡

　有価証券　4億 3,362 万円

　基金　　 20億 5,687 万円

　　　（一時借入金の原資として

　　　　　運用中の金額を含む）　

基　　　金 一般家庭でいうと貯金
地方交付税 収入が少ない市町村でも一定水準の行政サ－ビスを提供できるようにするため、国から交付されるお金
一時借入金 支出する現金が不足した場合に、資金繰りとして金融機関等から一時的に借り入れるお金

固定資産税
67 億 2,565 万円
（59.3%）

市民税
37 億 9,609 万円
（33.5%）

市税収入済額
113億3,983万円



会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額
市営葬儀事業 3,609 万円 650 万円 1,559 万円
国民健康保険事業 122億 2,934 万円 43億 6,032 万円 51億 1,713 万円
南公園事業 1,683 万円 2,517 万円 280 万円
住宅資金貸付事業 2億 6,202 万円 1,404 万円 2億 3,088 万円
土地取得事業 3億 3,984 万円 7万円 251万円
下水道事業 82億 1,322 万円 8億 4,950 万円 38億 4,057 万円
高齢者住宅整備資金貸付事業 1,006 万円 213 万円 178 万円
老人保健事業 127億 9,131 万円 57億 6,593 万円 61億 2,316 万円
駐車場事業 5億 5,817 万円 3,706 万円 4億 743 万円
農業集落排水事業 12億 4,114 万円 3,698 万円 2億 9,006 万円
流通業務団地整備事業 42億 3,211 万円 522 万円 37億 7,892 万円
崎津団地開発促進事業 34億 2,972 万円 4万円 34億 1,683 万円
市営墓地整備事業 5,052 万円 4,510 万円 2,431 万円
介護保険事業 89億 9,304 万円 38億 5,870 万円 38億 7,751 万円
市営墓苑事業 125万円 73万円 1万円

◆財政用語の解説

■特別会計予算執行状況

特 別 会 計
国民健康保険事業や下水道事業などのように、保険料や使用料などの収入で運営する事業について、その事
業にかかるお金の流れをわかりやすくするために、一般会計とは別に設けられた会計

収益的収支 水道事業の運営に伴う収入と、それに要した経費の収支。単年度における経営状況を示します。
資本的収支 配水管の布設や更新、配水池の建設等施設整備に要した経費と、賄った財源の収入をいいます。

上水道事業と工業用水道事業は、独立採算を原則とした会計（企

業会計）を設けています。これらの会計では、水道料金、工業

用水道料金などにより事業を運営しています。

平成 17 年９月末現在の

企 業 会 計 の 状 況

上水道事業会計 ■平成17年度予算執行状況

■給水戸数と人口
総 数 上半期の増加数 給水普及率給水戸数 給水人口 給水戸数 給水人口

５５，８９４戸 １５１，１４３人 ３４７戸 ６３３人 ９９．６％

■配水量と給水量
区 分 配 水 量 １日平均配水量 給 水 量
上半期分 13,452,154 73,509 11,891,172
前年同期 13,281,142 72,575 12,001,320
増減水量 171,012 934 △ 110,148

工業用水道事業会計

区 分 予 算 額 執 行 額 執 行 率

収益的 収 入 2,003 万円 1,141 万円 57.0%
支 出 2,003 万円 813 万円 40.6%

資本的 支 出 110万円 103 万円 93.6%

■平成17年度予算執行状況

１日当たり・・・
　米子・境港・日吉津全体での１日の配
水量は 73,509となっていますが、こ
れは25ｍプール（平均440）で約167
杯分です。

(このほかに境港市と日吉津村にも供給しています )１人当たり・・・
　１日平均配水量を給水人口で割ると、
１人１日平均約385の水を使っている
ことになります。これは小さめの浴そう
（約200）約２杯分です。

　平成17年４月から９月までに32万9,400
立方メートルの工業用水を供給しました。事
業の運営に当たっては、工業用水の豊富、低
廉な供給かつ合理的な運営を図っています。

区 分 予 算 額 執 行 額 執 行 率

収益的 収 入   37 億 5,232 万円   18 億 1,794 万円    48.4%
支 出   36 億   283 万円   14 億 5,174 万円    40.3%

資本的 収 入     7 億     58 万円     2 億   275 万円    28.9%
支 出   19 億 2,870 万円     7 億   608 万円    36.6%

　主な事業として、配水管更新事業を行い、
早期更新に向けて努力しています。

米
子
市
の
家
計
簿



市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
計
画
策
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
課（

23―

５
４
３
７
）

　

米
子
が
誇
る
都
市
の
歴
史
・
文
化
資
源
、「
米
子
ら
し
さ
」・「
米

子
気
質
」、
歴
史
・
文
化
資
源
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
つ
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と

き

12
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

　

市
民
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
意
識
や
認
識
、
保
存
や
利
活
用
に

つ
い
て
の
意
向
の
把
握
を
行
う
た
め
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対

象
　

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
方
５
０
０
０
人    

　
　
　
　
　
（
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
ま
す
）

期

間
　

12
月
中
旬
〜
平
成
18
年
１
月
上
旬

　

米
子
市
の
歴
史
・
文
化
資
源
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
情
報

収
集
、
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
期
間　

平
成
18
年
１
月
上
旬
〜
２
月
上
旬

　
　
　
　
　

平
日
の
夜
間
、
土
日
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
数　

各
回
30
人

応
募
方
法　

文
化
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、「
米
子
市
ホ
ー

　
　
　
　
　

ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
開
催
回
数
は
全
４
回
で
す
。　
　
　
　
　

計
画
策
定
の
目
的

　

計
画
の
骨
子
は
、
新
市
の
歴
史
・
文
化
拠
点
施
設
の
整
備
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
行
い
、
相
互
に
有
機
的
な
連
携
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

市
民
文
化
活
動
の
充
実
や
市
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
新
米

子
市
と
し
て
の
新
た
な
「
宝
」・「
魅
力
」・「
文
化
」
を
掘
り
起
こ
し
て

行
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
・
文
化
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の

米
子
に
対
す
る
誇
り
や
愛
情
を
一
層
高
め
、
新
米
子
市
が
真
に
市
民
に

愛
さ
れ
る
都
市
と
な
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
米
子
市
で
は
、今
年
度
中
に
計
画
の
具
体
的
方
策
を
決
定
し
、

本
年
度
よ
り
お
よ
そ
15
年
間
を
か
け
て
計
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
策
定
の
方
法

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
考
え
、
真
に
市
民
に
共
有
さ
れ
る
新
米

子
市
の
宝
・
魅
力
・
文
化
を
創
造
す
る
た
め
、 

次
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伯
耆
の
国
よ
な
ご
歴
史
・
文
化
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

米
子
市
で
は
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
中
で
、「
交
流

と
連
携
を
育
み
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
都
市
」
を
将
来
像

に
掲
げ
、
新
た
な
文
化
の
発
信
拠
点
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
」
を
進

め
て
い
ま
す
。



●ごみを出す時間を必ず守ってください。
　前日にごみを出すと、ごみの散乱の原因
　となります。
●空缶・雑ビン、ペットボトル、発泡スチ
ロールなどは、古布などでふく、水洗い
後よく水切りをするなど、できる限りき
れいにして出してください。
●雑ビンのふたやペットボトルのキャップ、シャンプーのポンプ
　などは、必ずはずして、不燃ごみで出してください。
●空缶・雑ビンのはがせるラベルは、はがしてください。
●内側にアルミが貼りつけてある清酒やジュースの紙パックは、
　可燃ごみに出してください。
●カップ麺の紙製容器などは可燃ごみで、やわらかいプラスチッ
クのものは、発泡スチロール等で出してください。
●有害ごみは、「乾電池」と「蛍光管・電球・水銀体温計」に
　分別してください。
■問い合わせ　環境政策課（２３－５３００）

■し尿くみ取り
　し尿のくみ取りは、12月30日（金）から１月４日
（水）まで休みます。
　年末は申し込みが殺到しますので、お早めに申し
込みください。
※年末年始休業期間中の緊急のし尿くみ取りを依頼
されるときには、次の連絡先まで電話してください。

くみ取り業者名 　連 絡 先
米子清掃 ３３－１８２３
みつわ衛生社 ２９－４４６４
二宮清掃 ２８－７６２５
いけまつ環境 ２２－７６２７
富士衛生 ２８－７６２５
かたぎや ２２－６３５６
いづはら ２４－０５６８
淀江清掃社 ５６－５５８０

１ 月
　　　　　　　　備 考１日 ２日 ３日 ４日 ５日

（日）（月）（火）（水）（木）
市役所 年末年始休日 ○ 死亡届などの戸籍届は、休み中でも市役所宿直で受け付けます。

行政窓口サービスセンター 年末年始休日 ○

水道局 年末年始休日 ○
新しく水道を使う・使用を止めるときなどは、休み中で
も水道局宿直に届け出てください。
■問い合わせ　水道局（３２－６１１１）

児童文化センター 年末年始休日 ○

米子水鳥公園 ○ ○ ○ ○ ○ １月１日～４日は臨時開館します。
開館時間は午前７時～午後４時30分です。

ふれあいの里 年末年始休日 ○
心身障害者福祉センター 年末年始休日 ○
市立図書館 年末年始休日 ○ ○
市営葬儀 年末年始休日 ○
西部広域火葬場「桜の苑」 年末年始休日 ○ ○ ○

旧米子市
月・木コース ごみの収集はありません ○ 不燃ごみ・資源ごみ収集

不燃ごみ・資源ごみの収集日は、『ごみ分別収集カレン
ダー』（旧米子市区域）・『ごみ・再生資源物収集カレンダー』
（旧淀江町区域）でご確認ください。
■問い合わせ　環境政策課（２３－５３００）

火・金コース ごみの収集はありません

旧淀江町
西原・宇田川 ごみの収集はありません ○
淀江 ごみの収集はありません
大和 ごみの収集はありません

米子市クリーンセンター 年末年始休日 ○ ○

ごみを持ち込めるのは午前８時30分～正午と午後１時～４時
30分です。ただし、12月 31日（土）は午前８時30分～
午後３時です。（31日は正午から午後１時も持ち込めます。）

■問い合わせ　環境事業課（３０－０２７０）

淀江町クリーンセンター 年末年始休日 ○ ■淀江町クリーンセンター（５６－５０８８）

西部広域リサイクルプラザ 年末年始休日 ○ ■リサイクルプラザ（６８－４０７１）

ごみを出す時の注意点



12 月
28日 29日 30日 31日
（水） （木） （金） （土）

市役所 ○ ○ 年末年始休日
行政窓口サービスセンター ○ ○ 年末年始休日

水道局 ○ ○ 年末年始休日

児童文化センター ○ ○ 年末年始休日

米子水鳥公園 ○ ○ 年末年始休日

ふれあいの里 ○ ○ 年末年始休日
心身障害者福祉センター 休館日 ○ 年末年始休日
市立図書館 ○ ○ 年末年始休日
市営葬儀 ○ ○ 年末年始休日
西部広域火葬場「桜の苑」 ○ ○ ○ ○

旧米子市
月・木コース ○
火・金コース ○

旧淀江町
西原・宇田川 ○
淀江 ○
大和 ○

米子市クリーンセンター ○ ○ ○ ○
（※備考）

淀江町クリーンセンター ○ ○
西部広域リサイクルプラザ ○ ○

　年末は、ごみが大量に出されます。分別の徹底について、ご協力をお願いします。
『ごみ分別収集カレンダー』（旧米子市区域）・『ごみの分別持出し一覧表』『ごみ・再生資源
物収集カレンダー』（旧淀江町区域）を参考に、計画的にごみを出しましょう。
　また、再使用（リユース）・再資源化（リサイクル）を図り、ごみの減量化を図りましょう。

簡易包装にご協力ください！
　これから贈答品の季節となりますが、ごみとなる過剰包装で贈っていませんか。「簡易包装でお願いします。」「袋はいり
ません。」と一言お店の方に声をかけてください。贈り物は、まごころで包み、贈りましょう。
カセットボンベにご注意を！
　リサイクルプラザで、ごみの中にガスボンベ等爆発性の物が混入し、破砕機内で破砕中に引火、爆発する
事故が報告されています。これからカセットボンベをよく使用する季節となります。カセットボンベやスプ
レー缶をごみとして出す場合には、必ず使いきって、内容物がないことを確認し、屋外で穴をあけてから出
してください。
ごみ袋は、透明または半透明で！
　透明または半透明 (着色剤を含まないもの )以外の袋はごみ袋として使用できません。米子市推奨のごみ袋は、市内のデ
パート、スーパーなどで購入できます。なお、旧淀江町区域の可燃ごみについては、淀江町区域指定袋又は米子市推奨袋以
外の袋はごみ袋として使用できませんので、ご注意ください。
■問い合わせ　環境政策課（２３－５３００）

ご
み
の

持
ち
込
み

可
燃
ご
み

の
収
集
日

施
設
の
業
務

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

ごみの出し方のお願い



■
地
域
ぐ
る
み
の
対
策

　

子
ど
も
に
は
地
域
社
会
の
人
々
の
温
か

い
見
守
り
の
目
と
、
気
配
り
が
注
が
れ
る

よ
う
、
地
域
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

最
近
で
は
、
痴
漢
や
不
審
者
が
出
没
す

る
事
象
が
、
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
、
早
く
帰
る
よ
う
「
ひ
と
声
」

か
け
る
よ
う
に
し
、
も
し
も
、
子
ど
も
が

遊
ん
で
い
る
付
近
を
う
ろ
つ
い
た
り
、
子

ど
も
を
連
れ
て
い
る
不
審
者
を
見
か
け
た

と
き
は
、
臆
せ
ず
「
ひ
と
声
」
か
け
て
確

か
め
る
か
、
す
ぐ
１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
内
を
点
検
し
て
死
角
を
作

ら
な
い
よ
う
に
し
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
計
画
、『
こ
ど
も

か
け
こ
み
１
１
０
番
』
の
協
力
者
の
拡
大
・

設
置
場
所
の
確
認
・
訓
練
等
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
防
犯
活
動
が
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
の
90
％

以
上
が
「
一
人
で
い
る
時
」
に
起
き
て
い
ま

す
。
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
一
番
大
事
な
の
は
、
子
ど
も
た

ち
に
危
険
回
避
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

■
子
ど
も
へ
の
し
つ
け

　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
の
対
策
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
重
要
で
す
。
日
頃

か
ら
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
を
家
庭

で
話
す
時
間
を
作
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
次
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
外
に
行
く
と
き
は
、
一
人
で
遊
ば
せ
な

　

い
よ
う
に
し
、
家
の
人
に
行
き
先
、
帰

　

宅
（
予
定
）
時
間
を
告
げ
さ
せ
る
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
知
ら
な
い
人
に
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
、

　

両
手
を
広
げ
た
距
離
ま
で
離
れ
る
よ
う

　

に
し
、
も
し
、
人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ

　

う
に
な
っ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ

　

よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

①「知らない人」には、ゼッタイについて　行かない。・・・・・・・・・・・・の　いか
②「知らない人の車」には、ゼッタイに　乗らない。・・・・・・・・・・・・・の　の
③「連れて行かれそうになったら」　大声を　出して助けを求める。・・・・・・の　お
④「知らない人に声をかけられたら」　すぐに　逃げる。・・・・・・・・・・・の　す
⑤「友達が連れて行かれそうになったら」近くの人やお巡りさんに　知らせる。・・・の　し

　

近
年
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
地
域
全
体
の
力
で

守
っ
て
い
く
」
取
り
組
み
と
、「
子
ど
も
へ
の
し
つ
け
」
が
重
要
で
す
。

◆
普
段
か
ら
、
親
子
で
危
険
な
場
所
を

　

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
こ
に
は
行
か
な
い
よ

　

う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
周
囲
を
見
回
し
て
、
安
全
確
認
を
し
て

　

か
ら
カ
ギ
を
開
け
る
こ
と
を
習
慣
化
さ

　

せ
ま
し
ょ
う
。

◆
日
頃
か
ら
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て

　

行
か
ず
、
知
っ
て
い
る
人
で
も
「
家
の

　

人
に
聞
い
て
か
ら
」
と
言
う
よ
う
に
さ

　

せ
ま
し
ょ
う
。　

■
問
い
合
わ
せ

米
子
警
察
署
生
活
安
全
課

　
（

33―

０
１
１
０
）

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
（

35―

０
８
５
２
）

「いかのおすし」を覚え、守りましょう！

〜
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う
〜



●
環
境
美
化
（
中
学
校
の
部
）

　
『
金
賞
』
廣
田
由
香
（
東
山
１
）

　
『
銀
賞
』
酒
井
真
理
（
後
藤
ヶ

　

丘
１
）
足
立
真
菜
実
（
東
山
２
）

　

吉
山
幸
太
郎
（
東
山
１
）

　
『
銅
賞
』佐
々
木
綾
子（
加
茂
２
）

　

田
中
み
づ
き
（
後
藤
ヶ
丘
１
）

　

辻　

貴
一
朗
（
後
藤
ヶ
丘
１
）

　

萬　

百
世
（
後
藤
ヶ
丘
１
）

　

安
永
有
里
子
（
東
山
２
）

●
交
通
安
全
（
小
学
校
の
部
）　

　
『
金
賞
』
北
岡
萌
希
（
伯
仙
４
）

　
『
銀
賞
』
道
祖
弥
紀
（
住
吉
５
）

　

福
富
崇
文
（
伯
仙
４
）『
銅
賞
』

　

的
場　

涼
（
住
吉
５
）
杉
浦
瑛

　

美
（
伯
仙
４
）
石
高
千
絵
（
伯

　

仙
４
）

●
交
通
安
全
（
中
学
校
の
部
）

　
『
金
賞
』
生
田
桃
子
（
後
藤
ヶ

　

丘
１
）『
銀
賞
』
岡
村
亜
可
里

　
（
東
山
３
）
井
畑
さ
つ
き
（
東

　

山
２
）
緒
方
佑
衣
（
後
藤
ヶ
丘

　

１
）『
銅
賞
』
國
森
里
奈
（
東

　

山
３
）
河
津
里
奈
（
加
茂
２
）

　

小
西
奈
菜
子
（
後
藤
ヶ
丘
１
）

　

白
石
優
菜
（
後
藤
ヶ
丘
１
）
岩

　

谷
真
祐
子
（
後
藤
ヶ
丘
１
）

ん 

な 

の 

健

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課（

23―

５
３
０
０
）

　

11
月
11
日
に
「
平
成
17
年
度
環

境
美
化
関
係
表
彰
式
」が
行
わ
れ
、

地
域
の
環
境
美
化
に
功
労
の
あ
っ

た
３
人
と
６
団
体
の
皆
さ
ん
に
環

境
美
化
活
動
奨
励
と
し
て
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
６
月
の
環
境
月

間
に
ち
な
ん
で
、
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
か
ら
募
集
し
た
「
環
境

美
化
・
交
通
安
全
作
文
」
の
入
選

者
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

■
環
境
美
化
活
動
奨
励

　

原
田
昇
七
（
安
倍
）
家
本
松
夫

　
（
両
三
柳
）
田
口
清
一
（
淀
江
町
）

　

祇
園
町
２
丁
目
夕
凪
会
（
祇
園

　

町
）
福
生
東
10
区
自
治
会
（
上

　

福
原
）
橋
本
自
治
会
（
橋
本
）

　

中
西
尾
自
治
会
（
淀
江
町
）
小

　

波
浜
自
治
会
（
淀
江
町
）
尚
徳

　

地
区
環
境
を
よ
く
す
る
会
（
榎

　

原
）

■
環
境
美
化
・
交
通
安
全
作
文

●
環
境
美
化
（
小
学
校
の
部
）

　
『
金
賞
』
小
林
徳
夏
（
住
吉
５
）

　
『
銀
賞
』
森
長
涼
子
（
住
吉
５
）

　

西
濱
真
夏
（
伯
仙
５
）
松
林
果

　

歩
（
伯
仙
４
）『
銅
賞
』
越
智

　

直
孝
（
住
吉
５
）
仲
原
祐
香
（
伯

　

仙
４
）
川
野
美
香
（
伯
仙
４
）

　

開
田
行
美
（
伯
仙
４
）

環
境
美
化
関
係
表
彰

　

都
市
の
大
気
汚
染
の
原
因
は
、
会
社
や
家
庭

の
暖
房
と
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
で
す
。
12
月

は
、
暖
房
器
具
の
使
用
や
自
動
車
の
交
通
量
増
加

に
伴
っ
て
、特
に
空
気
が
汚
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
の
温
度
調
節
を
こ
ま
め
に
行
な
っ

た
り
、
自
動
車
の
運
転
を
す
る
と
き
の
空
ぶ
か

し
や
急
発
進
・
急
加
速
、
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
止
め
て
、
大
気
汚
染
防
止
に
努
め
、
地
球

温
暖
化
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課（

23―

５
２
５
７
）

　

水
道
局
で
は
、
水
道
水
源
の
地

下
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
た

「
よ
な
ご
の
水
」
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
遠
方
の
ご
家
族
・
ご
友
人

に
、
ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
届

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
局
営
業
課
と
境
港
営
業
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
価
格　

１
本
（
５
０
０

）
…
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
局（

32―

６
１
１
１
）

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

市
・
県
民
税
や
所
得
税
等
申
告
の

相
談
場
所
が
か
わ
り
ま
す

■
こ
れ
ま
で
、
米
子
税
務
署
、
明
道
公
民
館
及

び
米
子
市
役
所
で
実
施
し
て
い
た
市
・
県
民

税
や
所
得
税
等
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
、
来

年
は
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
合
同
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
期
間

平
成
18
年
１
月
24
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）　

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

申
告
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

㊟
平
成
18
年
１
月
24
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

の
期
間
は
、
年
金
所
得
者
及
び
給
与
所
得
者

の
還
付
申
告
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

■
旧
淀
江
町
役
場
（
現
米
子
市
淀
江
支
所
）

で
実
施
し
て
い
た
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

平
成
18
年
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）　

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

申
告
会
場　

米
子
市
淀
江
支
所

㊟
平
成
18
年
１
月
24
日
〜
２
月
15
日
の
期
間

は
淀
江
支
所
で
の
申
告
相
談
は
実
施
し
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

課
税
課（

23―

５
１
１
４
）

米
子
税
務
署（

32―

４
１
２
１
）



■問い合わせ　人権政策課（２３－５４１５）

　　

書
か
れ
た
手
紙
の
一
部
で
す
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　

　
「
識
字
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

は
、「
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る

こ
と
」
で
す
。

　

識
字
教
室
の
取
り
組
み
は
、
差
別

や
戦
争
な
ど
に
よ
り
奪
わ
れ
た
文
字

を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
発
点
で
し
た

が
、
そ
の
成
果
は
、
文
字
の
習
得
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

文
字
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
生

活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
就
労
の
機
会
を
も

た
ら
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
安
定
し

た
生
活
基
盤
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
識
字
教
室
は
、
文
字
を

読
み
書
き
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
失

わ
れ
て
い
た
自
信
や
人
間
性
、
社
会

性
を
回
復
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

識
字
の
取
り
組
み
は
決
し
て
過

去
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次

回
（
１
月
号
）
は
、
識
字
教
室

の
ひ
ろ
が
り
と
し
て
米
子
市
の
中

央
隣
保
館
で
行
わ
れ
て
い
る
、
識

字
・
日
本
語
教
室
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　

に
ん
げ
ん
編
集
委
員
会
編
・
明
治
図
書
刊

　
　
『
に
ん
げ
ん　

ひ
と　

き
ぼ
う
』
よ
り

　
　
「
夕
や
け
が
う
つ
く
し
い
」
の
一
部

　　

こ
の
文
章
は
同
和
地
区
に
生
ま
れ
、

高
齢
に
な
る
ま
で
文
字
を
習
得
す
る

機
会
を
奪
わ
れ
て
い
た
方
が
、
識
字

教
室
に
通
う
こ
と
で
文
字
の
読
み
書

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
を

識
字
教
室
の
取
り
組
み

　伯耆大山ここにあり　―　金
か な ざ わ

沢虹
こ う は

坡　―

　大山は、最も古い記録で『出雲風土記』に国引きの杭として、「大神岳」、「大神山」などと出てきており、後にこの
「大神山」を略して、「大山」と呼ぶようになったともいいます。山自体が御神体として崇められ、霊峰として中国地方
の連山に君臨している山です。また、富士山の山容に似ていることから、「伯耆富士」と呼ばれ親しまれています。
　この作品「初冬の大山」は、金沢虹坡の生まれ故郷である米子市尾高附近から望んだ大山です。尾高という所は、大
山の全姿を富士山の山容で望める地であるとともに、大山の主神大

おおなむちのみこと

己貴命をまつった大神山神社が、大山中腹にある夏
宮（奥宮）に対して、冬宮（本社）として置かれている所でもあります。
幼少期の金沢も大神山神社の氏子として、大山を朝に夕に眺めながら過
ごし、崇拝していたことでしょう。また、「人の一生は旅である」と言っ
て、旅を続けながら、絵を描いてきた金沢の心には、常に、この大山の
山容が宿っていたのではないかと思われます。毎年、雪化粧をした大山
は、金沢の生家からも雄々と屹立して見え、冬の訪れを私たち麓に住む
者たちに知らせてくれるのです。
　現在、常設展Ⅲ「新米子市誕生記念 -伯耆大山ここにあり -」［23日（金）
まで］を開催しています。伯耆大山のすそ野に位置する淀江町と米子市
の合併を記念して、私たちが讃え、たくさんの作家たちが題材にした伯
耆大山を44点紹介しています。

■問い合わせ　米子市美術館（３４―２４２４）
  URL　http://www.yonago-city.jp/bunka/museum.htm

　金沢虹坡　作《初冬の大山》1982 年　
　絹本・着色　90.0 × 122.0（㎝）
　米子市美術館蔵

夕
や
け
を
見
て
も
あ
ま
り
う
つ
く

し
い
と
思
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
じ

を
お
ぼ
え
て
ほ
ん
と
う
に
う
つ

く
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
み
ち
を
あ
る
い
て
お
っ
て
も

か
ん
ば
ん
に
き
を
つ
け
て
い
て
な

ら
っ
た
じ
を
見
つ
け
る
と
大
へ
ん

う
れ
し
く
思
い
ま
す



米
子
市
美
術
館
展
示
室
利
用
の
申
込
み

　

平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月
の

展
示
室
利
用
の
申
込
み
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
10
時
15
分

と
こ
ろ　

美
術
館
第
５
展
示
室

※
申
込
期
間
が
重
な
る
場
合
は
抽
選
。

※
当
日
の
受
付
時
間
後
の
申
込
み
は
先

　

着
順
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
12
月
８

　

日
㈭
か
ら
美
術
館
事
務
室
前
に
展
示
室

　

貸
し
出
し
可
能
期
間
を
掲
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

米
子
市
美
術
館（

34―

２
４
２
４
）

第
３
回
米
子
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

と　

き　

12
月
26
日
㈪  

午
後
2
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

※
傍
聴
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
の
午
後

1
時
か
ら
1
時
50
分
の
間
に
受
付
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
室（

23―

５
３
０
６
）

新
年
の
つ
ど
い

　

平
成
18
年
の
新
春
を
迎
え
、「
新
年
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
３
日
㈫　

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
米
子

◆
会
費　

1
0
0
0
円

◆
申
込
期
間　

12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

※
申
込
用
紙
は
、
総
務
課
、
淀
江
支
所

振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課（

23
―
５
３
３
１
）

淀
江
支
所
振
興
課（

56
―
３
１
１
２
）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
１

月
１
日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。
申
請
期

限
は
１
月
10
日
㈫
で
す
。

　

各
公
民
館
、
農
事
実
行
組
合
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
る
申
請

書
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

た
と
え
資
格
が
あ
っ
て
も
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
有
権
者
に
は
な
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
該
当
す
る
方

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
61
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

　

い
る
方
と
、
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た

　

は
そ
の
親
族
の
配
偶
者
で
年
間
耕
作

　

従
事
日
数
が
60
日
以
上
の
人

●
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

　

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

　

た
は
株
主
で
、
年
間
耕
作
従
事
日
数

　

が
60
日
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（

23
―
５
３
４
６
）

「
既
存
宅
地
の
確
認
」
を
受
け
た
土
地

の
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す

　

市
街
化
調
整
区
域
内
で
、
旧
都
市
計

画
法
に
よ
る
「
既
存
宅
地
の
確
認
」
を

受
け
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置

に
よ
り
、
許
可
を
受
け
な
く
て
も
建
築

物
（
自
己
居
住
用
又
は
自
己
業
務
用

に
限
る
）
の
建
築
等
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
過
措
置
は
平
成
18
年
5
月
17

日
で
終
了
し
ま
す
の
で
、「
既
存
宅
地

の
確
認
」
を
受
け
た
土
地
で
建
築
等
を

さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
日
ま
で
に
建
築

工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
日
以
降
に
建
築
等
を
さ
れ
る
場

合
は
、
新
た
に
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課（

23
―
5
2
9
3
）

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

◆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

と　

き　

６
日
㈫
、
16
日
㈮
、
26
日
㈪

　
　
　
　

１
月
10
日
㈫

◆
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

12
月
16
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課（

23―

５
３
７
２
）

農
地
相
談

　

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と　

き　

12
月
15
日
㈭

◆
市
役
所
４
０
２
会
議
室

　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
加
茂
公
民
館

　

午
後
２
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会（

23―

５
２
７
７
）



障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

障
害
者
手
帳
等
の
な
い
方
で
も
、
要

介
護
の
認
定
（
要
支
援
は
除
き
ま
す
）

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
、
住
民

税
の
障
害
者
控
除
あ
る
い
は
特
別
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の

交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
長
寿
社
会
課

か
淀
江
支
所
福
祉
保
健
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ 

長
寿
社
会
課（

23―

５
１
５
５
）

淀
江
支
所
福
祉
保
健
課

（

56―

３
１
１
３
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

●
錦
海
八
景
め
ぐ
り
（
粟
島
神
社
・
水

　

鳥
公
園
ほ
か
・
行
程
約
10
㎞
）

　

と　

き　

11
日
㈰

●
市
内
神
社
め
ぐ
り
（
行
程
約
７
㎞
）

　

と　

き　

１
月
８
日
㈰

※
い
ず
れ
も
、
午
前
８
時
30
分
米
子
市

役
所
集
合
・
正
午
解
散
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課（

23
―
５
４
２
６
）

第
42
回
米
子
市
正
月
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と　

き　

平
成
18
年
1
月
1
日
㈰

　
　
　
　

・
午
前
9
時　

受
付
開
始

　
　
　
　

・
午
前
10
時　

ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　

東
山
陸
上
競
技
場

※
当
日
受
付
可

問
い
合
わ
せ

体
育
課（

23
―
５
４
２
６
）

公
民
館
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
員

公
民
館
主
事（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容

公
民
館
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

昭
和
24
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
46
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

◆
第
１
次
試
験

平
成
18
年
1
月
15
日
㈰
に
教
養
、
事

務
適
性
を
行
い
ま
す
。

※
場
所
は
別
途
通
知

◆
第
２
次
試
験

２
月
中
旬
に
面
接
・
作
文
･
適
正
を

行
い
ま
す
。

※
場
所
等
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に

　

別
途
通
知

採
用
時
期　

平
成
18
年
4
月
1
日

申
込
受
付
期
間

12
月
5
日
㈪
〜
12
月
22
日
㈭

※
詳
し
い
受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課（

23
―
５
４
４
２
）

ぺ
ら
っ
と
ハ
ン
グ
ル

〜
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
〜

　

韓
国
･
束ソ
ク
チ
ョ草
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
10

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
・
朝

鮮
語
を
学
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
「
ぺ
ら
っ

と
ハ
ン
グ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
26
日
㈰　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

対　

象

　

鳥
取
県
西
部
地
域
に
在
住
又
は
勤
務
し

て
い
て
、
韓
国
・
朝
鮮
語
を
学
ん
で
い
る

方
（
韓
国
在
住
経
験
３
か
月
以
上
の
人
は

除
き
ま
す
）

テ
ー
マ
・
発
表
時
間　

　

身
近
な
国
際
交
流
、
私
の
韓
国
旅
行
、
外

国
人
に
紹
介
し
た
い
日
本
の
文
化
、
姉
妹
都

市
と
の
交
流
な
ど
、
国
際
理
解
･
交
流
に
関

す
る
こ
と
を
５
分
以
内
に
ま
と
め
て
発
表
。

表　

彰　

最
優
秀
賞
１
名
（
米
子
―
ソ
ウ
ル
便
往
復
航

空
券
）、
ほ
か
各
賞
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
10
日
㈮

※
申
込
用
紙
に
ス
ピ
ー
チ
文
（
韓
国
・

朝
鮮
語
文
と
日
本
語
文
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
市
民
参
画
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課（

23
―
５
３
７
４
）

旅
行
の
た
め
の
韓
国
語
講
座

　

日
常
生
活
で
よ
く
使
う
実
践
会
話
や

施
設
の
利
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

と　

き　

１
月
12
日
㈭
〜
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

（
原
則
と
し
て
毎
週
木
曜
日
、
全
８
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室

対　

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
ハ
ン
グ
ル
の
読

み
書
き
が
で
き
る
方
（
市
が
今
年
度
実

施
し
た
韓
国
語
講
座
の
受
講
生
は
除
く
）

講　

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

李イ　

秀ス

ミ美

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
12
月
15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

　

話
申
込
み
開
始
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課（

23
―
５
３
７
４
）



■所在地、戸数、規格、家賃

■入居者の資格
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実上婚
姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。ただし、
50歳以上の方等は、単身でのお申込みが可能です。

●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな方。
■申込受付期間・場所
12月１日（木）～12月９日（金）ただし、土・日を除きます。
市役所建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）。その他、
お申込み理由により添付書類が必要となる場合があります。
＜住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります＞
■入居選考方法
12月16日（金）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日
平成18年１月１日（日）
※次回の米子市営住宅入居者募集の期間は１月６日から１月17日の
　予定です。
■問い合わせ　建築課（２３－５２６３)

　米子市ではこのたび、「財源の確保」「地域経済の活性化」を目的とした「米子市市有財産への広告掲載等に関する要

綱」をつくりました。これは「財政健全化プラン」にも掲げている、市民サービスの向上を図るための新たな財源とし

て、広告料収入を確保しようとするものです。

　ついては、課税課で平成18年度使用する封筒の裏面有料広告の広告主を次のとおり募集します。

■封筒の種類　平成18年度納税通知書発送用として使用する変型封筒
■広告の場所及びサイズ　封筒の裏面を 4分割して広告を掲載します。1枠縦５．５ｃｍ、横７，５ｃｍ
■広告掲載料　１枠あたり　１３０, ０００円
■募集期間　　平成17年12月12日（月）～17年12月26日（月）　　　　
※広告の掲載基準等の詳細については、課税課までお問い合わせいただくか、「米子市ホームページ」をご覧ください。

■申込・問い合わせ　課税課（２３－５１１１）　

納税通知書送付用封筒の広告主を募集します

市有地を売払いします
　一般競争入札により市有地を売払いしますの
で、買受希望の方はご参加ください。
■売払物件の案内図

■売払物件
　西伯郡南部町鶴田字御墓原ノ二　７８７番 7
　原野　3,853.48㎡
■現地説明の日時・場所
　と　き　平成17年12月９日（金）午前10時
　ところ　売払物件所在地
■入札日時・場所
　と　き　平成17年12月16日（金）午前９時
　ところ　米子市役所　２０２会議室
■注意事項
米子市は、当該市有地が財団法人鳥取県建設技
　術センターの残土処分場の整備用地に含まれる
　ことについて同意しています。落札者はこの同
　意内容を承継していただき、承諾書を提出して
　いただくことになります。
入札に参加される方は、入札当日、現金又は銀
　行振出小切手で、入札金額の１０％以上の入札
　保証金を納付する必要があります。ただし、落
　札者以外の入札保証金は、返還します。その他
　の詳細は、入札心得書（財政課で交付）に記載
　しています。
■問い合わせ　財政課（２３－５３２１）

売払物件

Ｎ

1

1 ･･･県道1号溝口伯太線

卍

市営住宅入居者を募集します

住宅名 所在地
空家番号

構造 部屋数 家賃月額 建築
年度棟 号

河　崎
住　宅 河　崎

97 簡易耐火
２階建 3DK 14,400

  ～23,800 S46

49R2 401 中層耐火
４階建 3K 11,700

  ～19,400 S49

青　木
住　宅 永　江 60R1 401 中層耐火

５階建 3DK 17,800
  ～29,500 S60

安倍彦名
住　宅 彦名町 62R1 201 中層耐火

４階建 3DK 18,500
  ～30,700 S62



　気温がマイナス３度前後になると、水道管や蛇口が凍って水が出なくなったり、水道管が破裂したりすることがあります。
もう一度ご家庭の水道管を点検して、凍結による災害を予防しましょう。
●特に注意しなければならないのは、むき出しになっている水道管、風当たりの
　強いところにある水道管や蛇口、屋外にある水道管や蛇口です。
●水道管を保温材で保護しましょう。
　一般的には、厚さ20㎜の保温材を確実に装着することで防げます。
　絶対に凍結させたくない場合は、自動ヒーター付保温帯を装着すれば凍結しま
　せん。⇒水道局の指定工事店にご相談ください。
●凍結して水が出ないときは、蛇口にタオルを巻き、その上からぬるま湯をゆっ
　くりかけながら気長に解かしてください。熱湯をかけると蛇口や水道管が破裂
　することがあります。
●水道管が破裂してしまったら、止水栓かメーターボックスの中のバルブで水を
　止め、水道局か指定工事店に修理を申し込んでください。いざというときに慌
　てないように、普段から止水栓やバルブの位置を確認しておきましょう。
■問い合わせ　水道局（３２－６１１１）

　米子市出身で、わが国の音楽教育に貢献をされた故鷲
す み

見三
さぶろう

郎氏の功績を
顕彰し、「文化の香り高いまち米子」のイメージをつくり音楽文化の振興を
図るため、毎年クラシックコンサートを開催しています。
　今年は地元出身のピアニスト、中ノ森めぐみ氏が出演。澤クァルテットと、
織りなすハーモニーをお楽しみください。
■出　演　澤クァルテット、中ノ森めぐみ
■と　き　平成 18年１月９日（月・祝）開演午後４時
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■入場料　前売一般２５００円、高校生以下１０００円、
　　　　　親子ペア３０００円【全席自由】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※前売券は米子市文化ホール、市内有名プレイガイドで。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　米子市文化ホ－ル（３５－４１７１）

　冬は、暖房器具への給油など、家庭で油を扱う機会がふえます。
　機器や配管を定期的に点検し、給油中はその場を離れないなど油漏れに十分な注意をしましょう。
　万一、流出事故が起こった場合は、すぐに河川などへの流出防止措置をとり、下記まで連絡してください。
■事故のときの連絡先　消防署、河川管理者、または、環境政策課（２３－５２５７）

水道管にも冬じたくを

油漏れに注意しましょう

鷲見三郎顕彰事業

年の始めは弦楽四重奏のハーモニーで



生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった
場合は、次月以降に受けてください。
■ところ　保健センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種は午後１時15分から）
■その他　母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　　「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
　　　　　んできてください。

■生後３か月で接種します。
■生後６か月未満で接種を受けていない方も受けて
　ください。
■ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの検
　査）はなくなりました。

対　象　児 １回目 ２回目

H17年１月生 １回目の接種を
受けていない方
は、下記の日程
で１回目、２回
目を受けてくだ
さい。

12月１日（木）

H17年２月生
平成18年

１月19日（木）

H17年３月生
平成18年
２月９日（木）

H17年４月生 12月２日（金）
平成18年
３月９日（木）

■７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
　ください。
■６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。
   （間隔は６週間以上であれば、いくら長くてもか
　まいません）

■問い合わせ　健康対策課（23－5452～5454）

対　象　児 B　C　G
　H17年８月31日～９月６日生 12月６日（火）
　H17年９月７日～９月21日生 12月21日（水）

◆休日・夜間の急患診療
休日・夜間の急病でかかりつけの医師が不在の場合などには、次の急
患診療所をご利用ください。
■米子市急患診療所（内科・小児科）　３４－６２５３
　（米子市久米町１３６　鳥取県西部医師会館内）

診 療 日 毎 日

診療時間
 午後７時～午後10時

 ※日曜、祝日、12月31日～１月３日は午前９時～午後10時

■鳥取県西部歯科保健センター　３３－３８６４
　(米子市両三柳１０４ー１　鳥取県西部歯科医師会館内）

診 療 日 日曜、祝日、８月13日～15日、12月30日～１月３日

診療時間 午前９時～午後３時

◆小児救急医療診療時間のお知らせ
夜間 ､休日の小児科救急診療を下記の医療機関で行っています。
■博愛病院　２９－１１００　(米子市両三柳１８８０)

月 ､火 ､水曜日 午後６時～午後10時

月 ､火 ､水曜日が祝祭日のとき 午前９時～午後５時

木 ､土曜日 午後６時～翌朝午前８時

木 ､土曜日が祝祭日のとき 午前９時～翌朝午前８時

■米子医療センター　３３－７１１１　(米子市車尾４－１７－１)
　（旧国立米子病院）

月 ､水曜日（祝祭日を除く） 午後５時～午後10時

金曜日 午後５時～翌朝午前８時30分

金曜日が祝祭日のとき 午前８時30分～翌朝午前８時30分

日曜日 午前８時30分～午後５時

お子さんの予防接種

結核予防接種（ＢＣＧ）

ポリオ（小児まひ）予防接種

み 

ん 

な 

の 

健 

康



■対象者　妊娠中のママとパパ
■ところ　保健センター（ふれあいの里　３階）
■日程と内容　いずれも午後１時30分～４時

12月13日（火）

◎先輩ママ･パパとの交流

◎おっぱいの手入れ

　（実際の手入れは妊娠37週を過ぎてからです）

◎お産を楽にするコツ

　（陣痛が始まってからの心構え、呼吸法等）

平成18年

１月10日（火）

◎お口の手入れ

◎パパにもできる赤ちゃんのお世話

◎妊娠中・産後の食事

◎もく浴体験（赤ちゃんの人形で実際に体験します）

かぜ、インフルエンザにご注意！
　かぜ、インフルエンザが流行する季節になりました。対策にはウイルスをもら
わないことと、抵抗力をつけることが大切です。
流行時の対策
◎帰宅したら手洗い、うがいをしましょう。
◎人混みはなるべく避けましょう。
◎こまめに部屋を換気しましょう。
◎加湿器などで部屋を適度な湿度（50～60％）に保
　ちましょう。
◎からだを冷やさないようにしましょう。
◎睡眠、休養をしっかりとり、栄養バランスのとれた食事をしましょう。
早く治すための３つの心がけ
◎安静　とにかくゆっくり休むこと。特にひき始めの安静が大事です。
◎保温　安静にするとき、暖かくしていることが大切です。その際、暖房で空気
　　　　が乾燥しすぎたり、換気を忘れて汚れた空気の中にいないように注意し
　　　　ましょう。
◎栄養　消化のよい、あたたかい食事をとりましょう。水分を十分にとることも
　　　　大切です。
■インフルエンザに関する情報は・・
厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp

知っていますか？鳥インフルエンザ
　鳥インフルエンザはウイルスによって起こる鳥類の病気です。この病気にか
かった鳥と接触し、羽やフンを吸い込んだりすることによって、ごくまれに人に
も感染することがあります。
　人から人への感染が確認された例はありませんが、ウイルスが変異して、
人から人へ感染する新型インフルエンザが発生する可能性もあるため警戒さ
れています。

　特に記載のないものは参加自由・無料
です。入館料が必要な場合もありますの
で各施設までお問い合わせください。 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　■問い合わせ　健康対策課（23－5452～5454）

米子市美術館
34－2424

常設展Ⅲ「新米子市誕生記念 伯耆大
山ここにあり」
23日（金）まで・第 2展示室・
料金：一般＝ 310円、
　　　高校・大学生＝ 150円
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日は、毎週水曜日と24日。
年末年始のお休みは30日～１月４日。
なお、24日～１月７日は、展示作品入
れ替えのため、展示はありません。

淀江歴史民俗資料館
56ー3316

収蔵品展　～縄文時代から中・近世の
装飾品を中心に～
　当資料館や山陰歴史館の収蔵する資
料のうちから選んだ装飾品をご覧くだ
さい。
１日（木）～平成18年１月10日（火）
■開館時間
午前 9時～午後４時30分
■入館料　一般 300円、
　　　　　高校・大学生 150円
■今月の休館日は毎週水曜日。年末年
始のお休みは30日～１月４日。

マタニティー応援教室〈両親学級〉

講 師 子育てアドバイザー
　　　　松

まつもと

本寿
す え こ

栄子さん
対 象 乳幼児の父母・祖父母等
定　員　30人（託児はありません
　　　　が、親子で参加できます。）
場 所 児童文化センター
時　間　平成18年１月19日（木）
　　　　午前10時～正午
※12月９日（金）から受付開始
　（電話申込可）
■申込・問い合わせ　
生涯学習課（２３－５４４４）

        子育て講座
「思春期を見通した子育てを」
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クラブ室より

図書室より

児童文化センター
34－5455

解説員が優しく語りかける「星空と物
語」をお楽しみください。また、「宇
宙人はいるか？」は11日（日）まで上
映します。
・プラネタリウム投影時間　　　
　　平   日 　  土・日・祝日
　　　－ 　 午前 10時 45分
　　　－ 　 午前 11時 45分
　　午後 2時 　 午後 2時
　＊午後 3時 　 午後 3時
　　　－  ＊午後 4時
＊は「宇宙人はいるか？」の上映時間です。

・観覧料金
　小中学生５０円、大人２１０円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
天体観測会「真昼に星をみよう」
10日（土）午後１時30分～、雨曇天
の場合は翌日に延期、それ以降は中止
します。　電話受付中

えほんとわらべうた
７日、14日、21日（水）午前10時30
分～11時「０歳児とその保護者対象」、
11時10分～11時40分「１歳以上児と
その保護者対象」
おはなしのへや　
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
11日（日）午前11時～11時30分には
『くろうまブランキー』、午後２時30
分～３時10分『マッチ売りの少女』、
ブラックライト紙芝居や絵本の読み聞
かせなど。
大人が楽しむおはなし会
21日（水）午後２時～４時・大人対象・
ストーリーテリングや、絵本の読み聞
かせなど
だくちるおはなし会
24日（土）午後２時15分～３時15分

『ぐりとぐらのおきゃくさま』ほか、
おはなしや絵本、手遊びなど・幼児～
大人対象。

子どものためのハンドベルコンサート
24日（土）午後２時～、入場自由
クリスマスグッズづくり
（木のおもちゃクラブ）
４日（日）午後２時～４時、クリスマ
スグッズを作ってかざりましょう。材
料代３００円、小学生以上20人、電
話受付中

しめなわ教室
28日（水）午後１時30分～３時、材
料代４００円、小中学生30人、小３
以下は保護者同伴、16日から電話受
付開始

自由工作コーナー
毎日午前９時30分～午後５時・
「ダンボールリースづくり」など
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■電話受付
午前８時30分～午後５時
■今月の休館日は、６日、13日、20日、
26日、27日、年末年始のお休みは30
日～１月４日。

米子水鳥公園
24－6139

自然観察会「冬のワシタカウォッチ
ング！」
10日（土）午後１時30分～３時・申込
み不要、集合：水鳥公園ネイチャーセ
ンター
手作り自然教室「水鳥の絵を描く
会①」
23日（金）午前９時半～正午、午後１

時30分～ 4時・小学生対象先着各15
名・要申し込み・筆記用具と絵の具
持参。集合：水鳥公園ネイチャーセン
ター。
水鳥の絵と作文コンクール作品募集
募集期間：23日（金）～1月23日（月）・
小学生が書いた水鳥の絵や作文を募集
します。応募作品は、２月にネイチャー
センターに全て展示します。入賞目指
してがんばりましょう！
元日特別企画
「初日の出！コハクチョウ観察会」
午前７時～８時・申込み不要、集合：
水鳥公園ネイチャーセンター
■開館時間　
平日・午前８時30分～午後５時30分、
土・日・祝日・午前７時～午後５時30分。
■今月の休園日は、毎週火曜日と30
日、31日。
■元日～４日（木）は臨時開館致しま
す。開館時間は、午前７時～午後４時
30分。

市立図書館
22－2612

木曜おはなし会
毎週木曜日午前10時40分～11時30
分・親子読書コーナー・紙芝居・絵本
の読み聞かせ・手あそび・パネルシア
ター
つつじ読書会
１月７日（土）　午後２時～ 4時・特
設文庫室・宮

みやもと

本一
かず お

夫著「中国の歴史」
１巻（前半）
環日本海講座
10日（土）午後２時～４時・大会議室・
テーマ「絵本で知る韓国文化」・講師
…斉

さいき

木恭
きょうこ

子さん
■開館時間
午前９時～午後６時、土曜・日曜・祝
日は午前９時～午後５時
■今月の休館日は、毎週月曜日、年末
年始のお休みは30日～１月３日

その他館内より

プラネタリウム室より



水鳥公園からのたより

ハイタカ

■編集発行／米子市企画部市民参画課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／２３－５３７２
Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／㈲米子プリント社

　冬になると、米子水鳥公園にはさまざまなタカの仲間が飛来します。ハイタカは、その中でも小柄で、動きがすばやい

タカです。

　ハイタカは、ハトぐらいの大きさで、主に小鳥を獲物としています。夏は山地の森林地帯で繁殖し、冬になると平野部

の農耕地などでも見られるようになります。水鳥公園のヨシ原には小鳥がたくさん隠れているので、それらを追いかける

様子がときどき観察できます。

　以前、私は「タカが網に絡まっているので助けてあげてほし

い。」と声をかけられました。そこで、現場に案内していただい

たところ、畑にかけた防鳥ネットに、ハイタカが絡まって動け

なくなっていました。おそらく、防鳥ネット付近にいた小鳥を

狙って襲いかかったところ、勢い余ってネットに絡まってしまっ

たのでしょう。

　私は、ハイタカに絡まっていた網を解いてあげました。幸い

なことに、ハイタカはネットが絡んでいた脚
あし

にすこしすりむい

た傷がありましたが、軽傷でした。

　このハイタカは、メスの若鳥でした。体はそれほど大きくあ

りませんが、鋭い嘴
くちばし

と爪、鋭い眼光は、猛
もうきんるい

禽類の風格に満ちて

います。網からはずし終わって手を放すと、ハイタカは力強く羽ばたいて飛び去りました。

　野鳥も、人間と同様にさまざまな事故に遭うことがあります。今回のように、偶然人間に発見されて、助けられること

はまれです。このハイタカには、このたびの苦い経験を生かして、二度と網に絡まないで生き延びてほしいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水鳥公園指導員　神谷　要

新米子の文化財

　米子市彦名町の中海に面する粟嶋は、標高約３６mの小山です。か
つては中海に浮かぶ小島でしたが、江戸時代、周辺の新田開発のため
干拓され、地続きとなりました。かつては山を神体とし、社殿は麓

ふもと

にあっ
たといわれています。現在は、１８７段の石段を登りきった山頂に銅
板葺

ふ

きの堂々とした社殿があり、少
すくなひこなのみこと

彦名命がまつられています。また
山麓の西側には、八百比丘尼（「はっぴゃくびくに」あるいは「やおび
くに」）伝説で知られる「静

しず

の岩
いわ や

屋」とよばれるほら穴があります。
　社叢となっているこの山の植生は、スジダイ、タブノキ、モチノキ
などの高木、ヤブツバキ、カクレミノ、ネズミモチなどの中低木と樹
種に富んでいます。中海側の斜面にみられるツツジ科のシャシャンボ
は、全国的に減少していると言われていますが、ここでは数多く群生し、
うっそうとした独特の景観をつくりだしています。林の下にはツワブ
キ、ベニシダ、テイカカズラなどの下草が群生しています。このあた
りでは数少ない天然の照葉樹林として大変貴重なものです。
　中海も含めた粟嶋の風景の美しさは古

いにしえ

の人も認めたところで、江戸時
代文政年間にうたわれた米子八景のなかで「粟島秋月」として「うき雲を
はらひし風をあは島のしまにのこして月ぞすみける」と詠

よ

まれています。
　　　　　　　　　　■問い合わせ　文化課（２３－５４３７）

粟
あわしま

嶋（米子市指定名勝）

米子駅湊山公園

米子市役所
下水道
内浜処理場

境港

内浜産業道路
米子水鳥公園入口バス停

粟嶋、粟嶋神社社叢

国
道
９
号

鳥
取

松
江

粟
あわしま

嶋神
じんじゃ

社社
しゃそう

叢（鳥取県指定天然記念物）

内浜産業道路「米子水鳥公園入口」バス停
から徒歩５分
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